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虚
の
倫
理
的
性
質

「
藤
井
健
治
郎

㎜

　
財
産
ご
い
ふ
も
の
が
、
確
然
た
る
所
有
灌
ご
い
ふ
樺
利
の
饗
象
ご
し
て
爲
象
さ
れ
る
や
う
に
な

っ
た
の
は
，
一
般
文
化
が
籐
程
進
歩
し
た
後
の
こ
ご
で
あ
ら
う
が
、
し
か
し
こ
れ
は
自
分
の
物
そ
れ

は
他
人
の
物
ご
い
ふ
や
う
に
、
帥
ち
メ
博
ウ
ム
（
冨
2
導
）
ビ
ト
ゥ
ー
ウ
ム
（
目
莞
B
）
ピ
を
逼
別
し
て
、
或

る
種
の
物
心
を
寓
罪
し
て
み
た
の
は
、
水
陸
に
浸
し
て
ま
だ
そ
う
し
た
考
が
な
く
譜
は
や
共
有
の

朕
態
を
保
て
る
た
ば
か
り
で
な
く
、
其
水
陸
か
ら
獲
て
來
た
、
若
し
く
は
惟
て
來
た
物
に
駕
し
て
さ

へ
、
ま
だ
自
分
の
物
、
他
人
の
物
ご
い
ふ
差
別
を
意
識
し
て
み
な
か
っ
た
、
謂
は
や
原
始
的
又
は
朴
素

的
共
産
時
代
ご
も
い
ふ
べ
き
時
代
に
さ
へ
あ
っ
た
こ
ご
で
あ
る
ρ
例
へ
ば
漁
強
に
用
み
る
道
具

や
、
叉
は
原
始
的
な
装
身
具
な
ざ
は
、
そ
う
し
た
物
ご
し
て
扱
は
れ
て
る
た
ら
し
い
。
（
ピ
奨
。
δ
醤
》
U
窃

¢
お
お
窪
9
8
山
2
誘
〇
一
日
・
α
ぴ
麹
ω
・
σ
鉱
切
9
冨
課
い
。
け
δ
舞
舞
5
一
）
8
七
二
ざ
悼
。
。
〇
二
σ
q
寓
p
a
U
α
く
Φ
δ
℃
B
2
け
㎞
切
φ
魯
2
，
M

急
白
ω
琶
壁
跡
σ
q
（
δ
同
く
。
野
ω
乏
寡
ω
9
p
3
竃
a
一
5
目
饗
望
H
9
薯
き
山
ρ
翼
9
ま
㎞
寓
。
ぴ
げ
。
蕊
ρ
冒
。
邑
ω
一
口
図
く
o
H
暮
凶
。
蕊



　
ノ
♂
、
o
馨
窪
一
霞
。
ぎ
○
ユ
σ
q
同
⇔
讐
乙
U
o
＜
鉱
。
℃
舅
6
一
旨
o
h
諸
。
「
巴
H
山
。
二
等
に
書
冊
る
、
）
だ
か
ら
財
産
こ
い
ふ
“
概
念
を
極

　
く
贋
義
に
理
解
す
る
ご
，
そ
れ
は
文
化
ご
い
ふ
も
の
、
殆
ざ
見
ら
れ
な
い
、
随
分
原
始
的
な
野
璽
の

　
人
聞
に
も
・
‘
0
る
所
の
事
柄
で
あ
る
ビ
い
へ
る
の
で
あ
る
。
此
の
メ
ー
ウ
ム
・
ト
ゥ
ー
ウ
ム
は
大
祇
．
個

　
入
の
生
理
的
差
違
に
基
づ
い
て
趙
っ
て
來
淀
も
の
で
あ
ら
う
ご
説
く
も
の
も
あ
る
が
、
（
し
。
鷲
⇔
8
び

　
甲
固
9
首
ざ
。
。
o
h
し
Q
o
o
芭
○
の
ざ
勺
ρ
＜
．
9
ぞ
．
×
＜
㎞
じ
ω
冨
一
ρ
U
、
o
の
o
N
配
。
牢
曽
σ
q
巴
5
ご
鼠
μ
8
α
窪
鷺
凱
δ
ω
・
。
。
・
＜
○
算
）

　
而
し
て
其
意
昧
は
多
分
、
入
に
は
大
小
．
強
弱
・
肥
壷
の
別
が
あ
る
。
從
て
、
置
ハ
の
使
ふ
皆
具
に
、
入
に
よ

　
つ
て
適
不
適
が
生
じ
て
儲
る
。
そ
こ
で
人
は
皆
銘
々
自
分
に
適
し
た
滋
具
を
用
ふ
○
そ
れ
が
專

　
用
こ
な
っ
て
、
所
有
こ
い
ふ
二
念
の
土
管
こ
な
る
こ
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
野
獲
人
間
に
は

　
個
心
的
大
小
・
張
窮
・
肥
痔
の
差
蓬
は
甚
だ
少
い
も
の
で
、
男
女
の
匪
別
で
さ
へ
も
叢
り
甚
し
い
も
の

　
で
な
い
の
は
、
娩
近
野
獲
未
開
入
を
探
瞼
槻
察
し
た
も
の
の
、
殆
ざ
一
致
し
て
唱
へ
て
る
る
事
柄
で

　
あ
る
。
そ
れ
を
野
盗
こ
す
れ
ば
、
生
理
的
差
蓮
を
私
有
財
産
翻
を
惹
起
す
誘
因
の
一
に
数
へ
る
の

　
は
、
事
實
上
か
ら
煮
て
謬
っ
た
見
解
で
あ
る
ε
い
は
ね
ば
な
ら
滋
鐸
で
あ
る
○
そ
れ
よ
り
も
メ
ー

　
ウ
ム
、
ト
ゥ
ー
ウ
ム
の
差
別
は
、
（
固
よ
り
意
識
の
十
分
登
達
し
た
、
明
瞭
な
る
意
味
に
於
い
て
い
ふ
の
で

　
な
い
）
、
む
し
ろ
ス
ペ
ン
テ
ー
や
（
も
つ
℃
窪
8
ご
霊
山
こ
ウ
エ
ス
タ
ー
マ
ル
ク
な
ご
か
（
づ
．
象
窪
冬
邑
ψ
○
ワ
隻
．

避
／
、
。
剛
「
陶
嗣
●
囲
、
H
、
唐
蟄
5
犬
や
、
こ
げ
魚
や
、
烏
や
、
猿
や
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
所
の
、
自
他
物
差
別
戚
の
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二

贈、

ﾐ
情
が
自
然
に
登
嘱
し
た
も
の
で
あ
る
ご
観
る
の
が
・
む
し
ろ
穏
當
で
あ
る
ま
い
か
・
從
て
野
搬

　
未
開
の
人
種
の
間
に
も
財
産
観
念
が
あ
る
ご
い
っ
て
も
、
そ
は
甚
だ
漠
然
た
る
者
に
相
違
な
い
。

　
そ
れ
を
稽
明
瞭
な
槻
念
に
繕
い
π
重
な
る
誘
因
の
一
つ
は
、
恐
ら
く
タ
ブ
ー
ご
、
灰
有
物
ご
所
有
者

　
ご
の
間
に
は
一
種
の
神
秘
的
な
關
係
が
あ
る
ご
信
じ
て
み
る
、
そ
の
信
仰
ご
で
あ
ら
う
。
（
註
｝
）

　
　
三
弦
プ
ハ
ウ
ス
に
占
隷
或
ほ
専
挙
・
、
重
心
的
關
係
の
信
仰
ご
、
タ
ブ
ー
あ
三
つ
潜
、
財
産
起
源
に
嬉
し
て
祠
様
の
爾
係
怨
有
っ
て
ゐ
う
も
の
で

　
　
　
あ
ろ
か
の
や
う
に
説
い
て
み
る
が
、
（
起
。
｝
）
げ
。
蕩
P
蜜
。
養
駐
宮
国
く
。
ぎ
け
δ
ジ
Ω
ノ
く
誕
押
そ
れ
ば
考
へ
方
が
異
ふ
定
思
ふ
。
占
嫁
又
に
奪
研
ほ
財
，
麓

　
　
　
魏
念
た
超
し
乳
本
で
あ
》
る
這
い
へ
や
・
り
が
r
、
剛
騨
三
皇
…
醐
…
係
の
信
田
仰
寸
、
タ
プ
ー
ミ
に
そ
・
り
で
甑
賜
い
。
是
等
に
．
既
に
メ
ー
ウ
ム
、
ト
ゥ
ー
ウ
ム
の
差
別
の

　
　
　
■
槻
念
が
あ
っ
糞
上
に
始
め
て
作
耀
し
得
る
事
柄
で
、
そ
う
し
力
擬
念
の
全
く
な
い
庭
に
働
く
こ
ビ
に
沖
縄
ぬ
の
で
あ
る
。
現
に
タ
ブ
ー
の
如
き
に
メ

　
　
　
ー
ウ
ム
、
ト
ー
ウ
ム
の
差
別
の
意
図
が
祁
當
に
明
瞭
に
な
っ
て
み
る
の
み
行
ぼ
れ
て
る
る
風
習
で
あ
ろ
。

　
　
以
上
述
べ
た
や
う
に
財
産
こ
い
ふ
槻
念
は
、
其
漠
然
た
る
意
昧
に
於
い
て
は
、
野
螢
、
未
開
の
入
種

　
問
に
も
あ
る
も
の
で
あ
・
る
が
、
そ
れ
が
今
口
の
丈
化
患
家
及
乱
言
間
の
中
に
於
て
槻
る
通
う
所
有

　
権
ご
い
ふ
灌
利
が
確
認
さ
れ
）
其
封
象
こ
し
て
有
形
、
無
形
の
財
産
が
成
立
し
、
從
て
國
内
的
に
、
又
國

　
際
的
に
財
産
制
度
ε
い
ふ
も
の
が
確
立
す
る
に
至
る
ま
で
に
は
、
財
産
槻
念
は
、
随
分
多
趣
多
楼
の

　
複
雑
し
た
愛
遷
を
経
過
し
て
み
る
。
そ
う
し
て
そ
の
鍵
遷
の
各
楷
段
に
相
癒
し
て
、
深
い
心
理
ご

　
倫
理
ε
が
あ
る
。
其
心
理
は
暫
ら
く
措
い
て
論
ぜ
す
、
唯
、
倫
理
だ
け
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
そ
れ
等
の

　
各
下
達
楷
段
は
、
す
べ
て
絶
野
の
理
想
又
は
絶
封
の
當
爲
そ
の
者
を
如
實
に
表
は
し
て
み
る
も
の



　
で
な
く
、
そ
の
當
時
、
男
時
の
環
境
に
慮
じ
て
、
墾
写
し
た
虚
の
理
想
又
は
當
爲
を
現
示
し
た
も
の
で

　
あ
る
○
而
し
て
以
上
の
登
達
楷
段
の
中
に
於
い
て
、
所
謂
私
有
財
産
制
度
が
生
れ
る
や
う
に
な
つ

　
て
か
ら
、
そ
の
倫
理
上
の
關
係
は
一
暦
複
雑
に
も
な
う
、
又
重
要
に
も
な
っ
て
摩
π
も
の
で
あ
る
○

　
彼
の
管
子
の
『
倉
康
實
期
知
禮
蔀
○
衣
食
足
期
知
榮
辱
。
』
（
獅
子
牧
民
第
一
）
の
言
の
如
き
、
或
は
孟

　
子
の
『
有
恒
産
剛
有
恒
心
。
無
恒
産
期
無
恒
心
』
の
語
の
如
き
は
ず
べ
て
私
有
財
産
禰
度
が
超
つ

　
て
か
ら
以
後
の
財
産
ビ
遁
徳
こ
の
關
係
を
い
ひ
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
富
及
財
産
は
人
に

　
逞
を
與
へ
る
も
の
で
、
あ
り
、
蓬
は
人
を
し
て
眞
に
人
ら
し
い
生
活
を
爲
さ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
』

　
と
い
っ
た
ア
フ
ス
｝
プ
ン
ー
ス
の
論
や
（
貯
導
亀
ρ
H
、
o
ま
8
叶
騰
§
ω
・
9
｝
9
ノ
・
舞
切
盛
』
b
っ
ポ
揺
O
凸
P
鱒
器
1
こ
。
海

　
〔
ぎ
）
そ
れ
か
ら
極
近
く
現
代
に
於
い
て
も
も
ろ
！
、
、
の
學
者
達
が
喋
々
論
じ
て
み
る
の
も
、
皆
私

　
有
財
産
欄
度
ε
道
徳
と
の
醐
係
に
つ
い
て
で
あ
る
○
（
守
巳
ω
窪
｝
国
画
ご
U
9
＜
昌
9
・
＆
8
戸
強
3
国
勢
。
ω
も
℃
・

　
蒔
○
。
O
よ
0
9
∩
厭
9
ひ
ポ
し
Q
息
2
8
0
h
団
西
田
Φ
。
。
鴇
寓
①
o
江
貯
騒
も
Q
o
o
首
魁
ぼ
回
田
①
憩
》
色
ω
ぴ
霧
0
9
．
o
巴
望
日
。
ω
o
℃
三
人
o
h
ご
諭
㎞

　
無
。
・
）
（
以
上
の
中
．
軍
に
私
有
購
産
の
滋
雪
上
に
於
け
る
閣
係
の
陳
述
だ
け
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
タ
フ

　
ッ
の
説
明
は
、
比
較
的
能
く
要
領
を
得
た
陳
違
で
あ
る
。
）

　
　
か
や
う
に
倫
理
か
ら
上
る
ご
、
購
産
は
種
々
の
登
慧
智
蓬
を
経
て
來
た
も
の
で
あ
る
が
，
今
は
其

廼
歴
史
を
繹
ね
や
う
ご
い
ふ
の
で
な
く
、
財
産
の
倫
理
的
性
質
を
究
明
し
や
う
こ
す
る
の
で
あ
る
Q

l　
　
　
　
　
財
旋
の
倫
理
的
牲
質
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国
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そ
れ
に
は
其
縦
の
歴
更
を
横
に
押
し
潰
し
て
、
李
面
圖
に
し
て
槻
な
け
れ
ば
な
ら
鎗
。
而
し
て
其

孚
面
圖
に
し
て
親
る
第
一
の
方
法
は
從
家
唱
導
さ
れ
た
る
財
産
の
ジ
ャ
ス
チ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
に
つ
い

て
の
諸
説
を
吟
味
す
る
こ
ご
で
あ
る
○
換
言
す
れ
ば
諸
説
を
批
割
す
る
こ
ご
で
あ
り
、
若
し
く
は

其
敷
相
鋼
騨
を
試
み
る
こ
ご
で
あ
る
。

国
賦

　
財
産
の
ジ
ャ
ス
チ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
補
す
る
説
に
は
ざ
ん
な
も
の
が
あ
る
か
之
に
つ
い
て

諸
家
は
各
其
諮
る
斯
に
從
て
種
々
に
列
翠
し
て
を
る
が
、
（
註
二
）
予
は
そ
れ
等
諸
家
の
見
解
を
擢
撫

し
て
、
共
重
な
る
も
の
ε
観
る
所
の
四
を
纂
け
や
う
ご
思
ふ
○

　
註
ニ
シ
設
、
ラ
ー
は
先
づ
大
慰
し
て
（
イ
）
翻
出
合
義
的
見
解
（
一
二
（
一
同
く
剛
α
驕
P
｝
一
ω
け
一
匂
D
O
一
μ
O
）
（
・
）
申
心
主
義
的
児
解
（
○
。
鼻
聾
ω
蕃
。
｝
・
。
）
の
ニ
ミ
な
し
、
前
者
存

　
　
翼
に
小
分
し
て
（
－
）
自
然
的
財
産
観
（
塁
琶
鐸
。
藁
の
。
箕
【
諺
ψ
陸
同
§
ユ
。
）
（
2
）
自
映
…
的
訂
維
職
漁
財
産
競
（
・
糞
｛
三
凶
。
剛
で
畢
。
婆
・
旨
。
ぎ
巨
・
8
膏
）

　
　
（
、
ノ
）
羅
馬
法
上
の
占
用
設
（
島
団
賃
α
巨
ω
。
ぎ
・
。
薄
一
算
。
○
。
。
毛
銭
8
ω
島
・
⑦
・
三
。
）
（
二
）
勢
働
親
（
≧
σ
簿
珍
8
ユ
。
）
の
四
説
定
な
し
、
後
者
な
更
に

　
　
小
分
し
て
法
律
説
（
い
O
び
q
P
一
　
弓
げ
侮
O
ユ
O
）
饗
し
六
〇
（
ω
。
ぎ
昌
巳
ざ
さ
O
窮
一
益
誘
。
。
自
。
門
p
鳴
鴨
日
。
ヨ
窪
く
。
舅
ω
三
答
。
。
。
ぎ
h
琶
£
μ
H
ρ
尉
島
・
H
・
O
Q
幹
¢
。
Q
っ
O
門
『
・
）

　
　
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
ば
（
一
）
罫
§
§
｝
・
冤
7
。
。
岳
（
二
）
〉
藷
器
昌
§
膏
（
三
）
劇
鼠
陣
・
占
韓
課
・
；
σ
q
占
。
。
毛
薮
9
μ
罫
8
ユ
⑦
（
四
）
Q
弩
嘗
（
目
・
宇

　
　
讐
三
μ
。
鼠
。
）
（
五
）
H
ん
。
。
露
・
・
2
糞
、
算
回
巷
び
q
磐
・
勢
選
嵩
σ
q
ざ
冨
の
五
潜
屋
し
て
み
ろ
。
（
拝
舞
乏
。
村
冒
キ
冨
。
ぎ
門
；
器
㌘
。
旨
旨
）
。

　
　
ラ
ヅ
ェ
レ
…
は
（
「
）
○
§
弓
註
。
鼠
一
μ
§
δ
（
二
）
≧
ご
簿
ω
昏
§
器
（
三
）
＜
。
旨
嶺
・
・
僅
ぽ
。
忌
（
凶
）
h
Φ
窒
｛
訂
。
魯
（
五
）
7
銭
三
一
。
｝
丁
鼻
9
δ
一

　
　
ヨ
冨
O
ず
O
、
円
7
⑦
〇
二
〇
（
山
畑
）
累
鴛
∬
霞
O
O
げ
鴇
ン
O
ユ
Φ
の
山
ハ
ぐ
」
し
☆
O
（
い
ρ
〈
①
ざ
喉
ρ
一
）
簿
m
C
冠
O
…
臓
O
コ
ε
彰
部
”
釦
聾
誌
皿
9
「
d
ぴ
O
蕊
．
D
C
も
e
●
α
μ
O
l
歌
ψ
障
）



　
　
　
　
ヰ
ル
・
ー
ビ
ー
に
築
｝
占
規
蹴
（
○
。
9
も
葺
題
目
回
8
蔓
）
第
二
法
僚
説
（
H
・
夷
ρ
＝
，
g
。
蔓
）
第
三
勢
働
説
（
上
げ
。
霞
6
淳
。
q
）
の
慧
一
つ
に
分
類
し

　
　
　
　
て
る
ろ
。
（
≦
三
9
》
げ
q
ン
げ
ざ
砿
o
o
博
a
｝
鍋
ψ
甑
o
ρ
℃
マ
刈
Q
D
窮
．
）

　
　
　
　
シ
エ
ー
ル
ば
第
　
自
然
観
第
二
自
働
説
第
三
占
用
観
第
四
法
律
観
の
四
に
分
σ
て
為
る
　
（
囲
い
〈
・
ω
o
ぽ
。
一
・
藁
σ
q
o
P
叶
ε
げ
y
O
一
ロ
〉
目
巳
＄
＝
コ
¢
p
同
ム
ー

　
　
　
ノ
＜
α
簿
〇
二
）
郎
。
び
島
窪
o
Q
㌶
纂
。
。
≦
…
器
。
昌
ω
o
ぴ
鑑
8
ジ
0
9
ζ
節
島
）

　
　
第
一
自
然
説
　
予
が
此
に
自
然
説
ご
名
づ
け
る
の
は
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
分
類
の
第
一
類
の
第
一
、
第

　
二
の
爾
説
を
即
せ
た
程
の
も
の
、
又
ラ
ヅ
ェ
レ
ー
や
シ
エ
ー
ル
な
ざ
の
掘
方
か
ら
い
へ
ば
、
前
者
の
第

　
五
四
、
後
者
の
第
一
説
な
．
定
に
相
當
し
て
み
る
説
を
指
す
の
で
あ
る
。
又
之
を
此
説
の
代
表
者
か

　
ら
い
ふ
ご
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
タ
ー
ル
、
ブ
ル
ン
チ
エ
リ
ー
な
ざ
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
郎
ち
そ
れ
等
の
人
々
の

　
説
を
綜
合
し
て
干
た
所
の
説
を
意
潔
し
て
を
る
の
で
あ
る
。
今
其
の
大
旨
を
述
べ
て
槻
れ
ば
、
人

　
間
本
來
の
面
目
、
師
ち
理
想
的
の
人
界
こ
い
ふ
も
の
は
、
如
實
に
共
の
姿
を
経
験
世
界
に
現
し
て
を

　
・
る
も
の
で
な
く
、
場
合
一
に
旭
っ
て
躍
る
諸
の
経
験
蘭
條
件
に
禰
約
さ
れ
て
、
次
第
に
實
現
さ
れ

　
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
制
約
し
て
ゆ
く
側
管
の
中
で
、
重
要
な
る
一
つ
は
、
富
及
財
産
で

　
あ
る
。
『
富
は
ア
ン
・
ジ
ヒ
で
オ
イ
ダ
イ
モ
ニ
ァ
で
な
い
が
し
か
し
眞
の
オ
イ
グ
イ
モ
ニ
ァ
を
實
現

　
す
る
方
便
こ
し
て
、
お
ろ
そ
か
に
は
出
家
澱
も
の
で
あ
り
』
（
ア
ソ
ス
ト
プ
レ
ー
ス
、
ニ
コ
マ
キ
ア
ン
・

　
エ
シ
．
ク
ス
、
，
又
『
財
産
は
十
分
に
自
由
を
覆
撫
せ
ん
が
工
め
に
必
要
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

m
る
』
（
寄
ぼ
。
』
。
。
一
同
酔
・
。
一
）
崔
。
ω
。
瓢
同
剛
Φ
）

1　
　
　
　
　
財
産
の
倫
理
的
牲
質
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
玉
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以
上
は
財
産
の
ジ
ャ
ス
チ
フ
ィ
ケ
；
シ
ョ
ン
に
就
い
て
の
一
説
で
あ
る
が
、
そ
の
説
か
ら
そ
れ

ご
極
近
い
、
他
の
一
説
が
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
か
う
で
あ
ろ
。
富
及
財
産
は
前
に
述
べ
た
や

う
に
人
聞
の
生
存
蟻
壁
達
に
取
っ
て
必
須
な
條
件
で
・
6
0
る
○
　
さ
れ
ば
入
間
が
此
世
に
生
れ
た
ど

い
，
潮
以
上
、
其
財
産
を
霞
歯
に
獲
得
し
、
所
有
し
、
使
用
す
る
の
擢
利
が
、
良
然
に
其
人
間
に
賦
與
さ
れ

て
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
筈
で
あ
る
。
そ
れ
が
謂
ふ
所
の
自
然
製
糸
で
あ
る
○
そ
の
自
然
国
利
こ
い

・
ふ
事
が
財
産
を
ジ
ャ
ス
チ
フ
ァ
イ
す
る
理
歯
に
な
る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
二
説
の
中
、
前
説
の
自
然
蘭
経
費
的
見
解
は
、
『
冨
㎞
は
人
格
の
存
績
・
登
展
に
必
須
な
も
の

で
あ
る
こ
い
，
訓
こ
ご
を
確
め
る
説
で
あ
っ
て
、
『
財
塵
』
が
そ
れ
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
を
立
て
る
る

説
で
な
い
。
管
厚
の
眼
目
こ
し
て
み
る
黙
は
、
人
格
の
存
績
・
奥
耳
に
は
富
が
必
要
で
あ
る
ε
い
ふ

麗
に
存
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
富
の
蹄
属
の
状
態
、
郎
ち
所
有
の
關
係
な
ざ
は
全
く
問
題
こ

し
て
を
ら
沁
筈
で
あ
る
。
そ
れ
故
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
、
此
説
は
ア
ソ
・
ジ
ヒ
に
全
然
正
し
い
思
想
で
あ
る

け
れ
ざ
も
、
ま
だ
言
ひ
足
り
な
い
不
十
分
な
慮
の
あ
る
説
で
あ
る
。
彼
の
小
作
人
を
観
よ
，
彼
は
耕

地
を
所
有
せ
す
、
唯
∴
他
入
の
そ
れ
を
耕
作
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
結
句
彼
等
の
生
存
を
保
っ
て
い
っ

て
を
る
し
、
又
工
場
勢
働
者
を
観
れ
ば
、
彼
等
も
他
入
の
機
械
を
蓮
轄
し
．
他
人
の
原
料
を
使
用
し
て
、

以
て
彼
等
の
生
存
を
導
け
て
を
る
。
此
等
の
黙
か
ら
観
る
ご
、
解
説
は
土
地
や
、
資
本
の
財
産
こ
い



　
ふ
こ
ご
に
は
適
用
出
來
な
い
説
で
あ
る
○
』
（
o
℃
．
o
拝
の
・
。
。
。
。
O
男
）
こ
い
っ
て
る
る
は
、
如
何
に
も
尤
も

　
な
説
ε
い
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
前
説
第
二
説
の
自
然
擢
利
説
は
西
洋
の
近
代
國
民
生
活
に
極
め
て
重
大
に
し
て
緊
密
な
る
閣

　
係
を
及
ぼ
し
た
所
の
説
で
あ
る
Q
し
か
し
此
上
は
灌
利
こ
い
ふ
概
念
を
正
し
く
理
解
し
て
を
ら

　
澱
こ
い
ふ
黙
…
に
就
い
て
第
二
に
は
人
間
を
ア
ト
ム
ご
概
、
就
會
は
其
ア
ト
ム
の
集
合
で
あ
る
こ
い

　
ふ
個
人
主
義
的
見
解
，
魁
會
の
機
械
的
見
解
こ
い
ふ
慮
に
於
い
て
根
本
的
な
弱
黙
を
有
っ
て
を
る

　
所
の
説
で
あ
る
こ
ご
は
、
今
改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
○
（
此
自
然
灌
利
説
に
つ
い
て
は
特
に
ラ

　
ヅ
ェ
レ
ー
の
前
出
書
五
二
七
頁
以
下
塗
照
）

　
　
第
二
占
冊
説
　
是
は
個
入
が
自
己
の
意
思
に
よ
っ
て
或
る
物
を
占
用
じ
た
場
合
に
其
人
が
其

　
物
を
所
有
し
た
ご
い
は
れ
る
こ
い
ふ
説
で
あ
る
○
是
は
西
洋
に
於
い
て
は
専
ら
羅
馬
劇
中
に
あ

　
’
る
所
の
思
想
で
、
近
世
欧
羅
巴
に
於
け
る
そ
う
し
た
思
想
は
其
羅
馬
法
か
ら
流
れ
出
た
も
の
こ
さ

　
れ
て
る
る
○
　
そ
の
流
に
祝
し
た
學
者
達
は
、
之
を
も
探
っ
て
以
て
自
家
藥
籠
中
の
も
の
こ
な
し
、
以

　
て
彼
等
の
自
然
擢
利
説
を
構
成
し
て
み
る
。
今
、
一
人
の
代
表
者
こ
し
て
グ
紅
玉
シ
ゥ
ス
の
説
を
述

　
べ
て
観
や
う
．
、
『
紳
は
乱
撃
に
乱
し
て
下
等
の
零
物
に
封
し
て
齊
し
く
灌
利
を
賦
興
し
て
る
る
。

恥
（
中
路
ご
切
の
者
は
す
べ
て
共
有
で
あ
っ
て
分
割
さ
れ
な
か
っ
た
。
恰
も
す
べ
て
の
人
が
一
つ
の

1　
　
　
　
　
財
産
の
倫
理
的
性
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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靱
世
襲
財
産
を
灰
有
す
る
や
う
に
・
故
に
入
は
贈
れ
で
も
自
己
の
欲
す
る
所
の
も
の
舞
戸
己

　
の
能
ふ
も
の
を
溝
嚢
、
す
る
こ
ご
が
出
家
る
。
而
し
て
一
旦
回
る
入
が
取
っ
た
虚
の
物
は
、
他
人
は

　
之
を
奪
ひ
取
る
こ
ご
が
嵩
來
楓
。
若
し
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
そ
は
不
正
で
あ
る
。
　
チ
チ
ェ
ロ
は
此

　
軍
畑
を
舞
壷
に
比
較
し
て
み
る
。
　
舞
壷
は
共
通
の
も
の
で
め
る
け
れ
ざ
も
、
し
か
し
俳
優
が
其
役

　
割
に
撃
て
一
定
の
地
位
を
占
め
た
時
に
は
。
そ
の
場
所
は
彼
の
も
の
で
あ
る
。
（
中
賂
）
然
る
に
一
方

面
で
は
人
類
が
種
々
の
地
方
に
分
散
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
人
は
時
ε
し
て
正
義
の
念
を

　
敏
き
親
切
の
情
に
薄
い
が
爲
め
に
此
地
上
の
究
理
を
共
同
に
用
み
る
こ
」
ご
が
出
罪
な
く
な
る
。

　
か
く
て
吾
人
は
如
何
に
し
て
財
産
の
生
じ
た
か
を
知
る
○
即
ち
財
産
は
（
中
賂
）
或
は
明
ら
さ
ま
に

　
分
割
こ
い
ふ
国
守
か
．
又
は
暗
獣
の
中
に
占
用
こ
い
ふ
事
實
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
云
々
』

　
（
口
調
・
Ω
δ
陣
ご
3
目
ρ
≦
。
・
o
h
ノ
く
霞
〔
僧
門
℃
＄
ω
P
｛
憎
舞
鮎
鴇
9
ノ
≦
さ
託
。
ぎ
望
汽
し
お
Ω
〕
●
］
ご
。
以
て
占
用
説
の
如
何

　
な
る
説
の
如
何
な
る
説
で
あ
る
か
を
観
る
こ
ご
が
出
來
る
○

　
　
此
説
は
一
部
は
事
實
に
合
し
て
み
る
け
れ
こ
も
、
一
部
は
事
實
に
蓮
っ
て
み
る
。
現
實
手
に
持

　
つ
こ
と
が
出
車
る
や
う
な
獲
漁
の
即
智
で
あ
る
こ
か
、
又
は
そ
れ
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
獲
物
の
や

　
う
な
も
の
は
、
所
謂
占
溺
に
よ
っ
て
、
彼
の
所
有
物
で
あ
る
か
の
や
う
に
さ
れ
る
が
、
換
言
す
れ
ば
動

　
産
の
中
で
現
實
把
持
し
得
る
や
う
な
も
の
は
所
有
物
ご
さ
れ
る
け
れ
こ
も
、
ラ
ヅ
ェ
レ
ー
の
い
っ
て



　
を
る
や
う
に
土
地
の
如
き
は
そ
う
で
な
い
。
土
地
は
其
初
に
於
い
て
は
大
仁
皆
共
有
の
も
の
で

　
あ
っ
て
私
有
な
ご
ビ
い
ふ
も
の
は
な
い
。
だ
か
ら
た
ε
ひ
何
入
も
占
用
し
て
み
な
い
土
地
で
あ

　
つ
て
も
、
そ
れ
は
所
有
者
な
し
の
土
地
で
な
い
。
所
有
者
は
立
派
に
あ
る
○
そ
れ
は
其
の
種
族
で

　
あ
り
、
團
燈
で
あ
る
○
そ
れ
故
何
人
か
が
土
地
の
或
る
部
分
を
占
用
す
る
こ
ご
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

　
に
よ
っ
て
、
土
地
の
其
部
分
が
、
そ
の
人
の
所
有
物
こ
な
る
と
い
ふ
こ
ご
は
な
い
。
　
是
れ
が
此
説
の

　
第
一
の
難
瓢
で
あ
る
が
、
次
に
加
へ
ら
れ
る
所
の
静
黙
は
、
此
説
は
そ
の
占
用
ご
い
ふ
こ
ご
に
何
等

　
の
刷
限
を
お
い
て
み
な
い
ざ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
　
然
る
に
宮
苑
に
於
い
て
は
、
そ
の
占
用
は
、
或
は

　
全
く
偶
然
に
鵠
て
る
こ
ご
も
あ
ら
う
し
、
或
は
詐
欺
に
よ
る
こ
ご
も
あ
ら
う
、
或
は
脅
嚇
に
よ
る
こ

　
ご
も
あ
ら
う
。
而
か
も
か
や
う
な
三
種
の
方
法
に
よ
っ
て
占
用
さ
れ
て
物
で
も
、
吾
々
に
果
し
て

　
之
を
正
し
い
占
用
ご
い
ふ
こ
ご
を
許
す
で
あ
ら
う
か
。

　
　
加
之
此
説
は
第
三
に
軍
に
、
越
源
、
起
ち
如
何
に
し
て
私
有
財
産
ピ
い
ふ
も
の
が
起
っ
て
凍
た
で

　
あ
ら
う
か
の
聴
路
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
説
明
さ
る
べ
き
財
産
の
本
質
を
明
か
に
す

　
る
所
で
な
い
。
郎
ち
図
説
は
オ
ジ
ジ
ン
ご
ヅ
ァ
ソ
デ
チ
ー
ご
を
混
同
し
た
所
の
説
で
あ
る
。
又
其

　
の
オ
ソ
ジ
ン
を
説
い
た
所
の
説
で
あ
る
に
し
た
所
が
、
占
用
は
財
産
起
源
の
唯
一
の
方
法
で
な
い
。

恥
選
外
に
猶
種
々
の
方
法
が
あ
る
。
だ
か
ら
処
源
を
説
い
た
も
の
こ
し
て
聴
い
て
も
不
完
全
な
説

1　
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で
め
る
。

　
第
三
法
律
説
　
叢
説
は
民
法
が
私
有
財
産
の
法
律
的
、
道
徳
的
墓
礎
を
輿
へ
る
ご
説
く
所
の
説

で
、
ホ
．
ブ
ス
、
モ
ソ
・
7
ス
キ
ュ
ー
、
ベ
ン
ザ
ム
、
ラ
ッ
チ
〃
な
ざ
は
此
説
の
代
表
者
こ
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
『
人
は
其
自
然
の
蔓
立
を
棄
て
て
、
政
治
法
の
下
に
生
活
す
る
や
う
に
な
っ
た

こ
同
じ
く
、
彼
等
は
又
其
自
然
の
諸
物
共
有
の
状
態
を
す
て
て
、
民
法
の
下
に
生
活
す
る
や
う
に
な

っ
た
。
　
人
は
前
者
に
よ
っ
て
自
由
を
得
、
後
者
に
よ
っ
て
財
産
を
得
た
』
（
鑑
。
艮
。
超
気
。
∫
目
お
ω
鳳
簿
O
h

H
斡
二
．
・
。
L
肖
・
×
×
＜
ど
。
ド
図
く
・
）
学
説
で
は
財
産
の
起
源
を
説
萌
し
て
、
其
本
質
を
説
か
な
い
や
う
に

見
え
る
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
之
に
写
し
て
そ
う
で
な
い
、
や
は
り
其
本
質
を
説
く
も
の
で
あ
る
ご

い
っ
て
み
る
。
帥
ち
人
が
原
始
的
共
産
生
活
を
棄
て
て
、
す
べ
て
私
有
の
財
産
を
有
す
る
生
活
に

入
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
、
自
他
共
に
幸
を
享
け
、
叉
就
會
一
般
の
幸
稲
を
増
進
す
る
こ
ご
が
出
來

る
や
う
に
な
っ
た
。
こ
、
に
私
有
財
産
制
の
ジ
再
、
ス
チ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
ご
、
か
や
う
に

謂
っ
て
を
る
。
（
同
上
）
そ
の
他
ホ
ッ
ブ
ス
（
ピ
。
≦
9
魯
霧
）
ベ
ン
ザ
ム
（
中
ぎ
9
覧
。
の
o
h
Ω
く
鷺
∩
o
富
9
＜
こ
ご
ル

ソ
ー
窃
○
。
戴
○
○
馨
舜
ω
♂
団
囚
・
H
｝
Ω
ピ
く
塞
困
飴
】
×
）
な
ざ
も
種
々
の
こ
ご
を
論
じ
て
を
る
が
、
そ
れ
等
を

綜
合
し
て
見
る
ご
、
其
論
旨
は
一
、
國
家
の
法
律
の
カ
が
十
分
で
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
唯
物
質
的
力

に
依
る
占
用
、
所
持
ビ
い
ふ
こ
ご
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
確
然
た
る
財
産
な
ご
は
な
か
っ
た
。
二
、
所
有



　
纏
の
確
立
は
國
家
灌
が
確
立
し
て
法
律
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
後
か
ら
の
こ
ご
で
あ
る
こ
い
ふ

　
に
館
す
る
。

　
　
此
説
は
彼
等
の
唱
へ
て
る
る
範
圃
内
に
、
於
い
て
は
正
し
い
説
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
し
か
し
濁
断

　
的
で
あ
る
こ
ご
を
免
れ
な
い
瓢
が
あ
る
。
そ
は
如
何
な
る
黙
か
と
い
へ
ば
、
彼
等
は
財
産
ε
い
ふ

　
概
念
を
、
殆
ざ
今
日
の
民
法
上
に
限
定
し
て
あ
る
意
味
の
み
に
局
限
し
て
、
其
以
外
の
意
味
の
財
産

　
を
ば
眼
中
に
置
か
す
し
て
論
を
立
て
㌧
を
る
こ
い
ふ
黙
で
あ
る
。
財
産
て
ふ
概
念
は
章
々
の
墾

　
遷
覆
達
を
駆
け
て
み
る
も
の
で
、
前
笛
に
述
べ
た
碧
羅
的
閣
係
や
、
タ
ブ
ー
に
依
る
財
産
は
、
今
日
の

　
民
法
上
に
規
定
さ
れ
て
あ
る
や
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
互
に
相
侵
害
し
な
い
こ
い
ふ
黙

　
に
於
い
て
は
．
今
駐
の
所
有
灌
に
比
し
て
決
し
て
遜
色
が
な
い
位
の
も
の
で
あ
る
。
此
黙
を
見
逃

　
し
て
み
る
此
説
は
、
先
づ
此
に
其
第
一
の
映
鮎
を
有
っ
て
み
る
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

　
　
次
に
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
い
っ
て
る
や
う
に
（
一
σ
置
）
此
説
は
純
紳
に
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

　
私
有
財
産
の
必
ず
な
か
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
の
理
を
明
に
し
て
居
ら
す
、
又
た
こ
ひ
ホ
。
ブ
ス
や

　
モ
ン
プ
ス
キ
ュ
ー
の
や
う
に
、
此
黙
に
つ
い
て
幾
分
説
く
所
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
其
私
有
財
産
ご

　
い
ふ
も
の
は
如
何
の
程
度
に
あ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
か
を
限
定
し
て
居
ら
濾
。
然
る
に
財

田
産
の
本
質
に
關
す
る
議
論
の
焦
黙
は
、
實
に
そ
こ
に
存
し
て
み
る
の
で
あ
り
．
而
か
も
現
在
の
借
問

1
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九
二

聰
隠
し
て
の
興
味
も
亦
そ
こ
に
あ
る
・
・
（
此
黙
は
後
節
に
詳
し
く
塗
ご
折
が
あ
る
）
・
そ
れ
を
究

　
明
し
な
い
法
律
説
は
決
し
て
完
壁
の
説
こ
い
ふ
こ
ご
は
出
來
ぬ
Q

　
　
第
四
勢
言
説
　
此
説
は
富
は
唯
勢
働
に
よ
っ
て
の
み
産
出
さ
れ
る
も
の
で
、
而
し
て
自
分
の
勢

　
働
に
よ
っ
て
産
還
し
た
富
は
、
産
出
者
其
人
が
之
を
所
有
す
る
の
が
當
然
で
あ
る
こ
い
ふ
説
で
、
其

　
好
代
表
者
は
ロ
ッ
ク
な
ざ
で
、
其
外
多
数
の
経
濟
賢
者
な
ご
も
そ
れ
で
あ
る
○
　
冒
ヅ
ク
の
論
の
要
旨
は

　
次
の
如
く
で
あ
る
。
紳
は
人
間
に
共
有
的
に
此
地
球
を
與
へ
た
。
さ
れ
ご
入
が
此
地
球
及
地
球

　
上
に
生
す
る
も
の
を
用
ふ
る
時
に
は
、
こ
う
し
て
そ
れ
を
分
け
て
用
み
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
各
人

　
　
　
　
　
　
ホ
ツ
キ
ス
ク
レ
ユ
　
ド

　
は
互
に
他
人
を
排
介
し
て
、
或
る
物
を
利
用
す
る
こ
ご
を
承
認
し
合
は
ね
ば
な
ら
滋
。
又
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
レ
　
ム

　
す
べ
て
自
己
の
自
筆
に
た
い
し
て
は
、
そ
れ
を
自
分
の
物
な
り
ご
主
張
す
る
邑
が
出
來
る
。
從
て

　
其
自
燈
を
働
か
せ
る
こ
ご
の
勢
働
、
並
に
其
勢
働
か
ら
生
じ
た
る
結
果
は
、
又
一
楼
に
之
を
自
分
の

　
物
な
り
ご
ク
レ
ー
ム
す
る
こ
ご
が
忠
來
る
筈
で
あ
る
○
何
入
も
そ
れ
を
産
出
し
た
人
よ
り
も
、
そ

　
の
灌
出
物
に
樹
し
て
よ
う
多
く
の
国
利
を
有
っ
て
み
る
ご
は
い
へ
漁
筈
で
あ
る
。
（
ゴ
＜
。
、
㌘
。
幾
。
。
。

　
○
簿
Ω
く
目
O
o
く
窪
§
2
3
Ω
ピ
〕
＜
・
）
是
で
勢
働
説
の
趣
意
は
分
か
る
ご
思
ふ
。

　
　
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
此
説
に
調
し
て
分
業
ご
い
ふ
黙
か
ら
先
づ
第
一
撃
を
加
へ
て
る
る
。
そ
れ
は
勢

　
働
の
み
が
富
を
産
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
椴
り
に
之
を
許
し
た
に
し
て
も
、
近
代
産



業
組
織
は
非
常
に
細
分
さ
れ
た
分
業
組
織
に
な
り
、
從
て
正
油
の
結
果
こ
し
て
産
れ
た
る
富
は
、
衆

一
の
入
植
の
合
力
の
結
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
典
富
の
何
分
は
何
人
の
手
で
、
何
分
は
心
入
の
手
で

出
來
た
も
の
で
あ
る
か
の
分
合
割
を
す
る
こ
ご
が
殆
ざ
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
が
不
可
能
で
あ

る
か
ら
、
從
て
結
果
の
富
に
評
し
て
甲
に
何
分
の
訴
訟
が
あ
り
、
乙
に
何
分
の
．
樫
利
あ
る
か
を
確
定

す
る
こ
ご
が
出
家
ぬ
。
從
て
虚
勢
働
説
の
み
か
ら
で
は
、
魚
田
さ
れ
た
富
の
露
鶴
を
確
定
す
る
こ

ご
が
出
家
澱
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
（
薫
e
而
か
も
此
黙
が
現
代
に
於
い
て
愚
な
る
論
叢
を
惹
趨
し

て
を
る
黙
で
あ
る
。
（
後
節
詳
し
く
述
べ
る
機
會
が
あ
る
。
）
の
み
な
ら
す
、
勢
下
説
の
み
か
ら
考
へ

た
な
ら
ば
、
財
産
部
下
の
こ
ご
も
、
又
あ
る
慈
善
財
團
の
財
産
の
こ
ご
も
理
解
が
罵
言
な
い
こ
ご
に

な
る
。
だ
か
ら
此
説
で
も
決
し
て
完
全
し
た
説
ご
は
い
へ
澱
。
一
第
二
臨
終
1
・
未
完
4
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